
令和７年度掛川市市民活動推進事業採択団体一覧
団体名 交付希望額 事業種別 事業名

1 ブイ×カケ フェス実行委員会 100,000円 活性化支援 第二回ブイ×カケ フェス

2 遠州横須賀城址コミュニティ 60,000円 活性化支援
2025年度遠州横須賀城址の
環境保全と魅力発信事業

3
特定非営利活動法人掛川文化
クラブ

100,000円 活性化支援
掛川文化クラブ第１回成果
発表会

4 掛川ほんわかブッククラブ 130,000円
市民チャレンジ
ステップアップ

掛川ほんわか俳句大賞

5
認定特定非営利活動法人時ノ
寿の森クラブ

85,000円
市民チャレンジ
ステップアップ

親子で自然とつながる里山
子育て支援事業

令和７年度掛川市市民活動推進事業



掛川市市民活動推進事業 

様式第 10号  

事 業 実 績 書 

団  体  名 ブイ×カケ フェス実行委員会 

事  業  名 ブイ×カケ フェス 

事 業 内 容 

 

日時：9月 20日(土) 11時 00分～16時 00分 

会場：掛川市生涯学習センター 

内容： VTuberコンテンツを使った痛車、コスプレ、DJライブ、コ

スプレパフォーマンス、グッズ&同人誌即売会、企業出店、キッチ

ンカー 

入場料：入場無料 

 

2025年 4月  企画の概要作り／予算案の作成 

2025年 5月以降 痛車エントリー依頼開始／DJ出演者、コスプレエ

ントリー開始／出演 VTuberの決定 

2025年 6月 各企画の募集開始 

2025年 7月 ポスターの完成 

2025年 8月 SNSやビラの配布による広報活動 

2025年 9月 20日 本番 

 

事 業 成 果 

来場者数は約300名。 

 

来場者の多くが20～30代であり、掛川市で若者が楽しめる場所と空

間を作ることできた。 

 

全国的に見ても、痛車、コスプレ、即売会、キッチンカー、DJ、コ

スプレパフォーマンスと多くのコンテンツを集めた複合的なサブカ

ルイベントは珍しく、掛川市で新たな創作・自己表現をできる場を

創出することができたと感じている。 

 

グッズ即売会の企画を今回は追加し、県内外の作家さんや静岡県内

のご当地VTuberさんの参加があり、非常に盛り上がりを見せた。 

さまざまな企画を通じて掛川の交流人口の増加にも大きく寄与する

ことができたと思っている。 

 



そのほか、掛川市内から石神農園みどり茶園さんの出店や掛川市く

らしデザイン課さんによる移住案内のブース設置と掛川茶の試飲も

行われ、掛川市のアピールと接点を作ることもできた。 

 

VTuberの映像出演やVTuberさんのオンライン接客など普段触れるこ

とのないコンテンツの提供をすることができ、市民のクリエイティ

ビティを高め、新しい技術との出会いの場を「提供することもでき

た。 

 

イベント開催中も、「地元でこんな素敵なイベントが開催できるな

んて思わなかった」「来年も開催してほしい」との声を多くいただ

き、意義のあるイベントになったと感じている。 

今回、イベントキャラクター「天葉茶未」の印刷されたオリジナル

パッケージの掛川茶を販売し、大好評を得ました。 

 

事 業 期 間 令和７年７月３日 ～ 令和７年９月30日 

今後の事業展望 

イベントの知名度も徐々に上がってきていることを感じている。今

回はSBS静岡新聞さんの情報サイトであるアットエスにも掲載をい

ただき、イベント開催中はSNSの「X」のニュース欄に掲載されるな

ど、注目度も高くなってきている。 

 

今後は「ブイ×カケ フェス」を起点とした掛川市の魅力発信や、

付随するイベントの開催を行なっていきたい。 

さらに掛川の街中への広報活動の展開や地元イベントとのコラボな

ども検討していき、より市民が魅力的に思えるイベントを企画して

いきたい。 

 

イベントキャラクターである「天葉茶未」を印刷した掛川茶ペット

ボトルの販売なども検討したい。 

 

財源の確保としては 

①グッズ販売収益 

②各企画参加料 

 

をメインに確保を目指していく。 

 
 



掛川市市民活動推進事業

様式第７号

団体名 ブイ×カケ フェス実行委員会

（収入）

区分 予算(決算)額（円）

キッチンカー出店料 31,500

企業出店料 7,000

コスプレ参加料 64,000

カメラマン登録料 40,000

痛車　四輪 72,000

痛車　二輪 8,000

即売会参加料 25,200

コスプレパフォーマンス参加料 3,000

投げ銭 19,208

物販売上 16,000

協賛・協力・後援金 100,000

補助金 100,000

合計 485,908

収支予算書（変更収支予算書、収支決算書）

説明

3,500円×9台

1口2,000円×25口、後援金50,000×1口

3,600円×7組

500円×6組

1,600円×40名

1,600円×25名

1,600円×45名

1,600円×5名

400円×40

3,500円×2台



（支出）

区分 予算(決算)額（円）

報償費 272,500

旅費 30,000

文具消耗品費 3,000

印刷製本費 36,397

食糧費 25,000

通信運搬費 1,000

使用料及び貸借料 100,011

手数料 13,000

保険料 5,000

合計 485,908

（うち対象外経費） 265,897

説明

イラスト作成費(30,000円)、DJ出演者謝礼(4名分
22,000円)、音響担当者謝礼金(44,000円)、キッチン
カー手配料 (35,000円)、VTuber出演料(20,000円)、チ
ラシ・グッズデザイン料(10,000円)、ゲストコスプレヤー
さん謝礼(3名分 45,000円)、カメラマン依頼料(16,500
円)、会場撮影カメラマン依頼料(50,000円)

スタッフ交通費　(1,000円×30名)

DJ出演者謝礼(4名分 22,000円)、音響担当者謝礼金
(44,000円)、VTuber出演料(20,000円)、
ゲストコスプレヤーさん謝礼(45,000円)、カメラマン依頼
料(16,500円)、会場撮影カメラマン依頼料(50,000円)、
スタッフ交通費　(30,000円)、文房具購入費(3,000円)、
ゲスト、出演者、スタッフ昼食代(25,000円)、印刷物送
料(1,000円)、JASRAC申請料(9,397円)

施設物販販売手数料(13,000円)

イベント保険

文房具購入費

チラシ印刷費(300部 3,284円 100部 5,503円)、ポス
ター印刷費(10部 14,960円)、等身大パネル印刷代(1
部 12,650円)

ゲスト、出演者、スタッフ昼食代(500円×50名)

印刷物送料(1,000円)

掛川市生涯学習センター使用料(ホール 15,230円 会
議室28,560円)、施設Wi-fi使用(2,000円)、音響機材レ
ンタル料(38,000円)、PCモニターレンタル料(2台×
3,412円)、JASRAC申請料(9,397円)



掛川市市民活動推進事業 

様式第 10号 

事 業 実 績 書 

団  体  名 遠州横須賀城址コミュニティ 

事  業  名 2025年度 遠州横須賀城址の環境保全と魅力発信事業 

事 業 内 容 

(実施内容とスケジュールを具

体的に記載) 

●アの 1.城址公園環境美化ウォーキング＆探索（1 回目） 別紙 1参照 

日時：令和７年 10月 25日 午後 2時～午後3時30分迄 

「遠州横須賀街道ちっちゃな文化展」時に協賛 

会場：松尾町公民館前城址公園入口集合 

取組内容：城址公園の今昔の地図を比較し、環境美化や歴史探索（伝説披

露）兼ねながらのウォーキング(回遊)を行う。尚、歴史探索に関し

ては、丁寧な説明により、横須賀城の重要な役割を伝承し、環境

美化に関しては、ゴミ拾い、枝草の除去、不法投棄の発見、環境

美化への提案を行う。 

●アの 2.城址公園環境美化ウォーキング＆探索（2回目） 別紙 1参照 

日時：令和７年 11 月 2日 午前 10時～午前 11時 30分迄 

会場：松尾町公民館前城址公園入口集合 

取組内容：城址公園の今昔の地図を比較し、環境美化や歴史探索（伝説

披露）兼ねながらのウォーキング(回遊)を行う。尚、歴史探索

に関しては、丁寧な説明により、横須賀城の重要な役割を伝承

し、環境美化に関しては、ゴミ拾い、枝草の除去、不法投棄の

発見、環境美化への提案を行う。 

 

●イ.遠州横須賀街道ちっちゃな文化展」における城址公園の紹介 

日時：令和７年 10月 25日・26日 午前１０時～午後４時迄 

会場：東新町・特設会場 

取組内容：地元でとれたお茶や城址公園の梅林から採れた梅を使っての

梅ジュースを無料で提供して、 

横須賀城の築造理由や城址公園の魅力を伝える。 

ブレスレットの作成ワークショップと提供（26日のみ） 

スケジュール概要：令和７年10月24日 午前１０時～午後４時迄、10月

25日 午前１０時～午後４時迄 

活動拠点、活動範囲：横須賀街道 

想定人数：800人 

募集方法：広報、各地区内へビラ配布 

 



●ウ.城址を利活用したイベント 納涼祭 別紙 3参照 

日時：令和７年 8月 30日 午後１5時～午後 20時迄 

会場：松尾町公民館前城址公園入口 

取組内容： 城址の「玉石積み」を背景に、来場者にシャボン玉を飛ばてもら

い。男女の精霊や幼児の霊への供養、地鎮目的も考慮して斎

行する。また、来場者に簡単なゲーム等を楽しんでもらい地域

住民のコミュニケーションをはかる。 

        特に、「玉石積み」とシャボン玉の共演は美しく、老若男女の誰

でもが楽しめる演出であった。 

         ブレスレット＆ミサンガの作成ワークショップを開催するととも

に、横須賀城址の魅力をパネルで紹介する。 

         

※ 実施内容の分かるもの（写真、印刷物、新聞記事等）を別に添付してください。 

事 業 成 果 

(事業計画に記載した目的、成

果目標及び波及効果に対する

達成度等） 

アの1・アの2.城址公園環境美化ウォーキング＆探索 

●（成果目標と効果の達成度）城址公園の今昔の地図を比較し、環境美化や歴

史の探索兼ねながらウォーキングを実施することにより、築城理由と歴史的な役

割を体感して、城址公園への愛着や誇りを培うことができた。整備が進まず、

城址の価値を十分に体感できていない現状を丁寧な説明により補った。 

 

イ.「遠州横須賀街道ちっちゃな文化展」への協賛における城址公園の紹介 

●（成果目標と効果の達成度）「遠州横須賀街道ちっちゃな文化展」に協賛して 

地元でとれたお茶や城址公園の梅林から採れた梅を使っての梅ジュースを提

供し、横須賀城の築造理由や城址公園の魅力を伝えることができた。 

 

ウ.城址公園を利活用したイベント 納涼祭 

●（成果目標と効果）横須賀城址には、「両頭の城」や「玉石積み」といった特徴

ある景観が多数に存在するが、来場者や地域住民に対して人口減少、少子高

齢化、世代交代が進み、その知名度が低くなっている。知名度を上げ、さらにこ

の景観を再認識してもらうために、この景観を利用して、納涼祭を開催して、城

址をより身近な場所として生活できる、生きがいと  Well-being（ウエルビー

イング）を創出できた。 

 
 

事 業 期 間   2025年 7 月 4 日 ～ 2025年 11 月 15 日 



今後の事業展望 

(反省点・改善点、短期及び中

長期のビジョン、継続性・財源

確保等) 

今後の展望： 

1. 次年度以降、さらに定期的に城址公園を利用できるようなイベントを計画し

、地域住民に城址公園をより身近な場所として生活できる、生きがいとWel

l-being（ウエルビーイング）を創出する。 

特に、「玉石積み」と「シャボン玉」の共演をさらに発展していきたい。 

2. 来場者と地域住民が交流するような場（ワークショップ）を横須賀街並みの

中で提供し、城址を含め横須賀の魅力を発信していく。 

3. 地元高校の部活と協力して、活動内容を充実する。 

4. 上記2・3を活用して、空き店舗の解消に貢献する。 

5.横須賀城址と城下町、特産品等、来場者へのPRや案内所的な役割を担い、

グッズや広報誌を創出していく。 

6.自然災害への事前対策が十分に出来ていないため、専門家の助言の もと、

地域とともに日頃の管理方法や事前対策を実施する。 

7. また横須賀城の築造450周年を迎え、これに対するプロジェクトが発 

しているが、このプロジェクトに対して、地元団体として協力し、城址を含め

た横須賀街並みの保存と魅力発信に協力していく。 

8. 開催したイベントの模様をインスタグラム等のSNSを使って、活動内容を紹

介するために情報発信していく。 

9.次年度も横須賀城址コミュニティの活動を継続し、事業を発展することによっ

て、地域の活性化に努めたい。 

自主財源の確保： 

1.地域スポンサー、企業スポンサーの協賛金 

2.講演等の来場者からのチケット料金 

3.出店舗などの出店料金 

４.ワークショップの参加費 

 

 
 



【別紙 1】  遠州横須賀城址コミュニティ 事業実績 報告 
 

アの 1 城址公園環境美化ウォーキング＆探索（1回目） 

 

◆日時：令和７年（2025）１０月２５日(土) 午後２時００分～午後３時３０分頃 

◆場所：国史跡横須賀城跡公園内 

◆参集対象者：一般 城跡愛好者  男性：５名（４０代～６０代） 女性：７名（３０代～６０代） 

◆案内コース： 松尾町集会所前(集合場所)➾本丸前・櫓門址前➾本丸前三日月池北➾三の丸跡・牛池跡付近➾➾松

尾山（多門櫓跡）➾➾北の丸跡➾➾米蔵跡・梅園➾曲輪防火水槽➾公衆トイレ横・二の丸跡展望➾➾本丸前櫓門西側➾➾西

の丸跡➾本丸・天守台跡、天守櫓跡➾➾天守台南模型前・特製御城印配布。（解散場所） ＊（感想）・・・曇り空だった

が雨が降ることなく、巡回説明ができました。  

◆城跡説明案内：岡田 昇（大須賀郷土研究会、遠州横須賀城址コミュニティ構成員） 

◆当日配布資料：A4 版両面刷 資料 1種 20 枚。  特製御城印 20 枚限定印刷物。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アの 2 城址公園環境美化ウォーキング＆探索（2回目） 

 

◆日時：令和７年（2025）１１月 2日(日) 午前１０時００分～午前１１時３０分頃 

◆場所：国史跡横須賀城跡公園内 

◆参集対象者：一般 城跡愛好者  男性：８名（６０代～７０代） 女性：２名（５０代,７０代） 

◆案内コース： 松尾町集会所前(集合場所)➾本丸前・櫓門址前➾本丸前三日月池北➾三の丸跡・牛池跡付近➾➾松

尾山（多門櫓跡）➾➾北の丸跡➾➾米蔵跡・梅園➾曲輪防火水槽➾公衆トイレ横・二の丸跡展望➾➾本丸前櫓門西側➾➾西

の丸跡➾本丸・天守台跡、天守櫓跡➾➾天守台南模型前・特製御城印配布。（解散場所）   ＊（感想）・・・天気が能

く、予想通りの人数の参加でした。比較的ごみが少なかった。 

◆城跡説明案内：岡田 昇（大須賀郷土研究会、遠州横須賀城址コミュニティ構成員） 

◆当日配布資料：A4 版両面刷 資料 3種  ３0枚。   

◆当日配布物：ゴミ収集用袋 10枚、お茶(ペットボトル入り)１０本 

◆収集ゴミ（可燃ごみ）：およそ 20 リットル (写真掲載) 



【別紙 2】 遠州横須賀城址コミュニティ 事業実績 報告 

 
イ.遠州横須賀街道ちっちゃな文化展」における城址公園の紹介 

 

開催日 10月 25日・26日 

開催時間 午前１０時００分～午後３時００分頃 

実施場所 東新町・松葉邸前 車庫スペース 

現場担当者 

スタッフ 

 

 当コミュニティメンバー＋賛同される協力者の皆様 当事業に賛同いただけ

る方 

事業内容 ① 地元山崎地区で生産、製茶された緑茶の提供、煎茶販売。 

② 横須賀城跡・梅園で収穫した青梅の 

氷砂糖漬けシロップの氷・水割りの提供。 

③ 地区の観光PR用パンフ等の配布。 

④ 手作り、ミサンガ・ブレスレットの配布と編み方の紹介ワークショップ開催 

数量など  予定数量の紙コップがなくなり次第終了。 

 （予算の都合で数量は異なる） 

開催趣旨 〇地域の宝・国史跡横須賀城跡のＰＲ及び地域住民らとの交流の場としたい。 

〇魅力ある山崎地区で生産・製茶された緑茶を来地された皆さんへ、無償サ

ービスとして提供し、当地の魅力増大化、特産品の PRに結び付ける。 

〇梅園で収穫した青梅の有効活用の一環として梅シロップの水割りを提供す

る。 

実施結果 ①25日・26日で、約 600杯を提供 

➁天候が悪く、昨年に比べて来場者が少なく、配布数が減った。 

③山崎地区の緑茶と横須賀城梅園で収穫した青梅ジュースの無料提供をし 

コミュニケーションをとることによって、当地の魅力を PRできた。 

 

 
 

 

  

 



【別紙 3】 遠州横須賀城址コミュニティ 事業実績 報告 

ウ.令和７年・納涼祭 横須賀城跡 イベント実績報告 
タイトル、設備計画 計画 内容案 備忘録   

８月３０日 (土) 
松尾町集会所前 

納涼祭本部 

音楽、場内放送 

〇松尾町集会所の水洗トイレを借用。 

・午後２時００分頃から８時００分頃まで。 

・防災テント・１張借用。 準備：午後２時～ 

〇発動機２機  投光器２～３灯 

〇竹２本伐採・支柱用 〇ヒモ,✂、カッター 

〇殺虫剤使用、蚊取り線香を焚く！持込。  

  ※今年は蚊取り線香使わず 

●午前８時に竹取、後に電気配線工事、提

灯の取り付け、テントの設置の作業実施。 

●スピーカー＆ＣＤプレイヤーで流行音楽

を流す・・。 

●テント１棟 

借用先： 

東田町自治会様 

■電気設備 電器工事業者に依頼。 

★横須賀城址コミュニティ 

＊３０日(土)終了後に返却。 

■パイプ椅子20、コンパネ１ 

折たたみ机６、▲コーン4。  
遠州横須賀倶楽部にて借用。 

■受付で来場者チェック 

〇地区別、性別、大人、子供・・・。 

◎紅白丸提灯  ◎長椅子 

総来場者数：１１７名 

男５６，女６１。子供４３名。 

地区内93、市内 12、市外２。 

 

 

 

 

 

 

・市道を通過車両、

特に注意が必要！ 

集会所付近を安全

に通行できるように 

・来場者用駐車場は松尾町集会所南（外堀址）、

二の丸東付近へ駐車する。スタッフは一部三日

月池西側へ整列。 

・警戒棒持って歩行者保護と通過車両警

戒。 3本借用。1本私物。 

蛍光タスキ   各自持参。LEDライト。 

竹竿（７ｍ）1本用意 

  馬、▲コーン＆虎ロープ  

 

★横須賀城址コミュニティ  

 男性：２～３名 ３０分交代 

    

＊午後５時３０分～８時００分まで 

▲三角コーン・・・大4個（とらばー2

本）、小 2個 

◎お菓子釣り 
・松尾町集会所前 

◎ お菓子釣りゲームで・・・お菓子 

「うまい棒」 

「駄菓子」を 

GET❢ 

数量限定！ 
◎ビニールプール使用 

〇下敷シート 
（岡田提供） 

〇クーピーラムネを第二地区まち協より 

1 回・無料（三個限定） 

１６日夜 交流センターで作業 

菓子へ輪ゴム取付作業済。 

 

  

 

 

 
 

◎シャボン玉大会 

城跡公園にて 

 

 

 

◎シャボン玉大会 

           城跡公園にて 
〇照明、色フィルムで“映え狙い！” 

  ※今年は行わず 

〇シャボン液とシャボン玉発生器 

〇ハンガー、鎖とバー、市販品。 

〇加藤さんご提供の発動機１機（ガソリ
ン）・と延長電源ケ―ブル 他 利用。 

〇投光器１灯(LED 東田町自治会)、(水銀

投光器１灯 ) 

★ 横須賀城址コミュニティ  

シャボン玉担当 

照明（LED２灯） 

20L バケツ 2（シャボン液） 

手洗い桶（水供給タンク２） 

 

 

 



〇石垣投影LED灯 ２個（充電式と電池式） 

 

〇丸椅子２脚 

◎光るうちわ 

1 個 150 円 

（限定 60 個） 

販売 完売した 

 

           お絵描き用マジック 

           納涼祭のシール貼付 

           電池付、記念シール 

           販売(150 円) 
色、ピンク、ブルー、グリーン、イエロー 

４色 

 

 

 

紐結び方 

ワークショッ

プ 

●集会所内でワークショップ開催 

◎横須賀倶楽部からのミサンガ提供、配布 

◎透明フィルムシールでお絵描き 

 

 

 

◎紐の結び方   

松尾町集会所内で紐結び方ワ

ークショップ実施。 

 

 

 

 

横須賀城 

の紹介 

◎パネルにて、「横須賀城と城下町

図」、「天守閣の図」、「横須賀城主と出

来事」の 3枚と集会所内に掲示した。 

 

 

 

〇梅シロップの 

水割り 

〇麦茶 

・城跡梅園で収穫した梅の実シロップ漬け 

湧水で割った“特製お飲み物”(数限定) 

・キーパーに入れて提供。 １５０ｍｌ 

・紙コップ２００杯～３００杯位を用意。 

・紙コップ、水道水と氷を用意！ 

無料提供！ 

■横須賀城址コミュニティ        

★ 

担当 （前嶋さんご家族）  

 

 

 ８０ 杯 

その他 軽飲食 

ポップコーン 

 

かき氷 
（数量限定） 

・ポップコーン 50 円 

（ボンベコンロ使用） 
  コーン豆、食用油、金属鍋【蓋付】 

  コンロ  コップ・・・塩味。 

・かき氷５０円 

（電源は発動機利用） 
（赤・いちご風味、緑・メロン風味、 

青・ブルーハワイ） 

 容器、スプーンストロー  氷 

 

 

 

 

 

実績：110 杯 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎つゆ結び（スネイクノット、 

  ヘビ結び）によるストラップ作成 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





掛川市市民活動推進事業 

様式第 10号                                                                      

事 業 実 績 書 

団  体  名 特定非営利活動法人 掛川文化クラブ 

事  業  名 令和７年度 第１回成果発表会 

事 業 内 容 

(実施内容とスケジュールを

具体的に記載) 

日時：2025年10月19日(日) 13：15～16：30 

会場：掛川市文化会館シオーネ（掛川市大坂7373） 

【掛川文化クラブ各部門発表】 

クラブ員上半期の成果を発表 

【招待演奏】 

静岡大学管弦楽団、くじら音楽隊 

【名刺交換・交流会】 

出演者：90名 参観者：約200名 

10：30 生徒集合 

10：35～12：15 各部門リハーサル＋合同練習 

12：45 開場 

13：15 開会 

    理事長あいさつ＋司会 

    各部門発表 

    静岡大学管弦楽団、くじら音楽隊招待演奏 

    交流会（名刺交換＋一言あいさつ） 

16：20 掛川文化クラブ役員による講評 

16：30 閉会 

事 業 成 果 

(事業計画に記載した目的、

成果目標及び波及効果に対

する達成度等） 

・チラシでの周知とともに、掛川文化クラブ役員が自ら企業などへの 

周知を行った。その結果、賛助会員である島田掛川信用金庫、掛川市

教育委員会、各学校関係者の観覧をいただくことができた。また静岡

新聞からの取材も受けることができた。また保護者をはじめ、一般市

民の方にも多く来場をいただけた。 

・賛助会員である楽器店の厚意により、楽器の展示を行った。演奏して

いる楽器を近くで見ることはクラブ員以外にもよい効果が得られた。 

・進学などにより、掛川文化クラブを卒業している元クラブ員も多数来

場してくれた。それぞれ、新しい環境でも音楽に親しんでいる様子を

報告してくれた。文化クラブで活動を始めた生徒が新しい環境で自分

の可能性を広げている様子がうかがえた。 

・静岡大学管弦楽団の学生が日常的に交流し、一緒に練習してくれてい

る。その演奏をクラブ員が聞くことにより、クラブ員自身の将来の姿

をそこに重ね合わせている様子が感想用紙の内容からも受け取れた。 

・多くの方の協力を得て無事に開催することができた。とてもありがた

いことだと思う。今後の音楽を身近に楽しめる環境づくりに非常に有

益であった。 



事 業 期 間   2025年９月１日 ～ 2025年10月31日 

今後の事業展望 

(反省点・改善点、短期及び中

長期のビジョン、継続性・財

源確保等) 

・関係者の多くは、ほぼボランティアのような条件で指導をしてくだ

さったり、手助けをしていただいたりしている。 

・現在、クラブ員として活動している子供達が、将来的に音楽を伝え

る側に回ってくれることが理想だと考えてきたが、その種から芽が

出始めたような感触がある。音楽を楽しむ輪が自然につながり、大

きくなってくれることを願う。 

・演奏指導などのカリキュラムを組む必要性を感じている。提供でき

る内容をはっきりさせることで、クラブ員にも達成感を与えること

ができる。 

・財源については、クラブ会費を値上げすることが現実的な方策であ

る。ただ「参加しやすさ」という観点から考えると、それはあまり

適切ではない。十分な検討が必要となる。 

・学校でも塾でもない、ゆるやかなつながりの中で、音楽を一緒に楽

しむという時間を過ごすことで、今後の支えとなるようなものが心

に残ってほしいと願っている。 

・現状では、掛川文化クラブの活動を多くの方に知っていただくこと

で、知恵やご協力をいただきたいと考えている。 

・今回はこちらの補助金をいただくことができ、無事に成果発表会を

完了することができました。立派な発表会ができたと思います。 

どうもありがとうございました。 
 



掛川市市民活動推進事業

様式第７号

団体名 特定非営利活動法人 掛川文化クラブ

（収入）

区分 決算額（円）

補助金 100,000

自己資金 111,911

合計 211,911

（支出）

区分 決算額（円）

報償費 74,477

旅費 60,040

文具消耗品費 220

印刷製本費 17,054

使用料及び貸借料 60,120

合計 211,911

（うち対象外経費）

当日名刺交換用台紙

チラシ（B５版 5,126円＋2,289円＋2,930円）
当日プログラム 6,609円、案内掲示コピー100円

10月19日(日)掛川市文化会館シオーネ使用料

説明

静岡大学管弦楽団（50,000円）,くじら音楽隊（10,000円）
合唱伴奏（1名×3,341円）弦楽演奏（2名×5,568円）
静岡大学管弦楽団出演者19名（3,160円×19名）
内訳：JR静岡-掛川 1,720円　掛川駅-釜田入口 1,440円

収支決算書

説明



掛川市市民活動推進事業 

様式第 10号                                                                      

事 業 実 績 書 

団  体  名 掛川ほんわかブッククラブ 

事  業  名 掛川ほんわか俳句大賞事業 

事 業 内 容 

(実施内容とスケジュールを具

体的に記載) 

１ はじまり 

 

 

開始にあたり市長訪問 （5 月 23 日） 

２ 写真集制作 7月1日～ 

土屋由美子さんの郷土写真集 

ほんわかブッククラブの読書会で写真選考会 

編集・印刷・製本 

 

 

 

３ 広報 報道各社への取材依頼 

 

４ パネル作成 

 

 

５ 投句受付 開始 （募集期間７月１日～9月3０日） 

 

 



６ 子どもたちへのアプローチ 俳句教室 

日坂小学校 7月3日・横須賀小学校 7月16日 

 

・応募してくださった学校 

 小学校 

  中央・西山口・土方・横須賀・原谷・原田・佐束・桜木 

上内田・城北・西郷・千浜・曽我・倉真・大坂・大渕 

第一・第二・中・東山口・和田岡・日坂・掛川特別支援学校小学部 

  

中学校 

  城東・原野谷・桜が丘・西・大須賀・掛川特別支援学校中学 

大浜・東・北 

  

高校 

  掛川東・掛川西・横須賀・天竜・掛川特別支援学校高等部 

 

７ 審査会（審査員＋事務局）10月19日 

 

 

 

 

 

 

８ 入賞作品の墨書（６人の書家） 

 

 



 

９ 作品集作成・入賞作品展 

   生涯学習センターギャラリー11月14日～16日 

   掛川市立大須賀図書館   11月28日～30日 

  

 

１０ 授賞式（市長賞・教育長賞・文化財団賞等）の開催 

大日本報徳社大講堂  12月7日 

市長・副市長・教育長・図書館長・文化財団二の丸美術館館長

・  中日新聞社静岡新聞社両支局長臨席 

 

 

事 業 成 果 

(事業計画に記載した目的、成

果目標及び波及効果に対する

達成度等） 

・郷土の風景写真を見て、俳句を創作することで、郷土への愛着がま

すます醸成された。また、その行為を通して文芸の楽しみが広く市民

の間に広がった。 

・応募総数は３，２０９句、展示会には両会場合わせて約４５０人の

鑑賞者があった。 

・この大会を知り、多くの市民がその意図に賛同し具体的に支援の輪

が広がり、市民文化活動の活性化の一助となった。 

・市内の小学校のほとんどが参加してくれ、俳句大会の活動が定着し

てきたことを感じた。 

・さらに幼児の投稿もあり、子育て支援としても盛り上げることがで



きた。 

 

事 業 期 間 令和 ７年 ７月 １日 ～ 令和 ７年１２月２６日 

今後の事業展望 

(反省点・改善点、短期及び中

長期のビジョン、継続性・財

源確保等) 

・反省点・改善点 

 幼児から成人まで幅広く投稿を呼びかけたが、幼児の部の浸透が今

年も不十分であった。今後、具体的に幼児向けの俳句教室を開催する

などして、俳句に対する創作意欲を喚起したい。 

・展望 

 市や教育委員会の後援を得て、小中学校への呼びかけは行えた。高

校や一般の市民への広報には課題が残った。多くのボランティアを得

て、事業は滞りなく行えたが、やはり財政の問題は残った。引き続き

ほんわかブッククラブで工夫しながら継続していきたいと考えている

。 

 



掛川市市民活動推進事業

様式第７号

団体名 掛川ほんわかブッククラブ

（収入）

区分 予算(決算)額（円）

補助金 130,000

事業費 67,893

協賛金 40,000

参加料（書籍販売代金) 45,000

合計 282,893

（支出）

区分 予算(決算)額（円）

報償費 0

旅費 0

文具消耗品費 58,241

印刷製本費 160,495

食糧費 14,497

通信運搬費 2,170

使用料及び貸借料 46,610

手数料 880 振込手数料2件

保険料 0

合計 282,893

（うち対象外経費） 9,697

賞状用紙6,147円、筒9,120円、他文具消耗品42,974円

句題写真集57,850円、作品集31,565円、投句用紙3,420円写真プ
リント58,710円、チラシポスター8,950円

授賞式スタッフ軽食(9,697円）書家様謝礼（お茶）1,620円、選者様選句会
謝礼（茶菓子）3,180円

受賞のお知らせ（一般）＠110×10、佳作賞状郵送＠430×2、＠210×１

生涯学習センターギャラリー14,610円、選句会1,500円、大日本報
徳社30,500円

句題写真集売上＠300×150冊

説明

収支決算書

説明

掛川市市民チャレンジステップアップ事業補助金

掛川ほんわか俳句大賞事業費

有志より寄付4件



 

掛川市市民活動推進事業 

様式第 10号                                                                      

事 業 実 績 書 

団  体  名 認定特定非営利活動法人時ノ寿の森クラブ 

事  業  名 親子で自然とつながる 里山子育て支援事業 

事 業 内 容 

(実施内容とスケジュールを具

体的に記載) 

*全プログラムの開催時間：10時～13時 

①沢あそび＆生きものさがし  

・7月 31日(木) ＠時ノ寿の森 

・3組 8人(大人4人、こども4人)参加 

・絵本の読み聞かせ。沢の水に触れ沢遊び、石の下に隠れ 

ているサワガニ、カエル、魚探し。生きもの観察。  

②沢遊び＆生きもの探し（雨天中止） 

・9月 4日(木) ＠時ノ寿の森  

③ヤギとおさんぽ＆たき火体験  

・9月 17日(木) ＠時ノ寿の森 

・4組 8人(大人4人、こども4人) 参加 

・絵本の読み聞かせ。森の散歩で木の実や葉っぱ探し、ヤ

ギのエサやり体験、ふれあい。ヤギの散歩をしながら観

察。火起こしのしかたを説明しながら、焚き火の見学。

けむりや火を観察。ポップコーンづくりを見学。  

④里のお散歩＆森のコースターづくり   

・10月16日 (木) ＠パンダひろば 

・10組22人 (大人10人、こども12人)参加  

・絵本の読み聞かせ。周辺散策でカマキリ等の虫とのふれ  

あい・観察。時ノ寿の森の木の輪切りを紙やすりで削り 

、コースターづくり。 

⑤里のおさんぽ＆自然でつくる Xmasかざり  

・12月10日 (木) ＠パンダひろば 

 ・6組17人(大人7人、こども10人)参加 

 ・絵本の読み聞かせ、周辺を散策しながら木の実や自然 

物の観察、採集。採集した物と時ノ寿の森の素材を材料 

にしてクリスマスリースづくり。 

⑥里のお散歩＆落ち葉あそび  

・1月 21日(木) ＠パンダひろば 

 ・6組15人(大人7人、こども8人)参加 



 

・絵本の読み聞かせ、周辺を散策をしながら、落ち葉を収

集。木の実、冬ごもりの生きものなどを観察。予め集め

ておいた落ち葉を使って落ち葉プール。落ち葉の感触や

匂い、音を親子で感じた。 

＊別紙【写真帳、アンケート５回分】 

事 業 成 果 

(事業計画に記載した目的、成

果目標及び波及効果に対する

達成度等） 

１．事業目的及び成果目標に対する評価 

 ①初心者でも安心して参加できる自然体験を継続開催し、

自然体験の必要性の理解を広める。 

 ＜参加者アンケートによる分析＞ 

➤専門スタッフによる丁寧な関わりや見守り体制により、

自然体験に不慣れな家庭でも安心して参加できる環境を継続

的に提供できた。特に、虫や水辺などに不安のある家庭でも

、子どもが自主的に挑戦する姿が見られるなど、自然体験へ

の心理的障壁の低減につながった。 

 ・「親だけではできない体験ができた」 

 ・「繰り返しの参加で子どもの変化を実感した」 

 ・「道端の草花も価値ある体験と認識した」 

  

 ②体験で得た経験、知識を日常生活で実践できる人を増や

す。 

 ＜参加者アンケート及びヒアリングによる分析＞ 

 ➤体験を通じて得た気づきや知識が、散歩時の観察や図鑑

活用、自然物を使った遊びなどとして日常生活に取り入れら

れている様子が多く見られた。子どもの興味に合わせて立ち

止まり観察するなど、保護者の関わり方にも変化が生まれて

いる。 

 ・「家に帰って、子どもが実際に見た生き物を図鑑で確認し

た」 

 ・「川遊びや虫取りに出かけるようになった」 

 ・「散歩で立ち止まり観察するようになった」 

 ・「急がせず子どもの興味を尊重するようになった」 

  

 ③地域住民が事業に関われるしくみをつくる。 

 ＜地域住民に対するアプローチと参加できる仕組みの確立

＞ 

  ➤本事業の運営および参加者対応を優先する中で、地域

住民の関与のあり方について具体的な設計や関係づくりまで



 

十分に検討することができなかった。また、補助終了後を見

据えた持続的な関わり方（役割や関与方法）の整理が不十分

であり、具体的なアプローチに至らなかった。 

 今後は、補助終了後も継続可能な形を見据え、地域住民が

無理なく関われる役割（見守り・サポート・資源提供等）を

整理する。また、既存の参加者や関係団体を起点に段階的に

関係性を広げ、小規模な関わりから参画機会を創出していく

。 

 ④本子育て支援事業への企業等の協賛体制を構築する。 

  ＜協賛者数と協賛(寄付)合計額＞ 

   ・協賛者数：５（法人：３社、個人：２名） 

   ・協賛金合計額：１５０,０００円 

  ➤上記の通り、本事業に対して協賛(寄付)体制を構築す

る事ができた。今後継続的な支援を得られる関係性を構築し

ていきたい。 

 

２．波及効果の達成度 

 ①地域住民の直接的な参画には至らず、多世代交流の広が

りは限定的であったが、活動を通じて子どもが多様な大人と

関わる機会は創出されている。今後は地域住民の関与を段階

的に促進し、多世代の関係性づくりへとつなげていく。 

②参加者の高い満足度や継続参加意向から、自然環境を活

かした子育て環境の魅力発信には一定の効果が見られた。一

方で、移住や関係人口の増加といった広域的な波及について

は今後の課題であり、情報発信の強化や外部連携を通じて展

開していく必要がある。 

事 業 期 間 令和７年７月１日 ～ 令和８年３月１３日 

今後の事業展望 

(反省点・改善点、短期及び中

長期のビジョン、継続性・財源

確保等) 

本事業により、自然体験の価値理解や日常生活への定着とい

った成果が確認された一方で、参加者確保や気候条件への対

応、地域住民の参画といった課題が残った。 

昨年度の事業展望に基づき、市街地に近い公園での実施につい

て検討を進め、今年度は「22世紀の丘公園」において2回のプ

ログラムを実施した。これにより、参加しやすい環境づくりや

新たな層へのアプローチの可能性が確認できた。(ただし、当該

プログラムは指定管理者との共同主催事業として本事業とは別枠とし

て実施した。) 

 



 

今後は、こうした市街地型プログラムの成果を踏まえ、本事

業への位置付けや実施体制の整理を行い、参加しやすさの向

上と対象層の拡大を図る。また、体験後のフォロー強化によ

り日常への定着を促進するとともに、地域住民が無理なく関

われる仕組みづくりや運営人材の育成を進めていく。 

あわせて、企業協賛等による自主財源の確保を図り、補助事

業終了後も持続可能な運営体制の構築を目指す。 

 

 

 



掛川市市民活動推進事業

様式第７号

団体名 認定特定非営利活動法人時ノ寿の森クラブ

（収入）

区分 決算額（円）

補助金 85,000

参加料 47,000

協賛金 150,000

自己資金 7,110

合計 289,110

（支出）

区分 決算額（円）

報償費 203,403

報償費 72,000

文具消耗品費 11,318

保険料 2,389

合計 289,110

（うち対象外経費） 203,403

収支決算書

説明

掛川市市民活動推進事業費補助金

1,500円×22組=33,000円
2,000円×7組=14,000円
法人：3社
個人：2名

説明

スタッフ人件費
※詳細は別紙＜人件費明細＞参照

子育て支援スタッフ謝礼金
・6,500円×3人＝19,500円
・7,500円×7人＝52,500円

運営用消耗品(虫かご、コピー用紙、タープウエイト、スタンプ台、
ブルーシート)

傷害保険料

スタッフ人件費


